


















れてきた。一つは,1970年頃までで,この時期は,人々が宗教か ら遠 ざか り,宗教社会学 の
領域においては,「世俗化」の時期 といわれた。それに対 して,それ以降は,再び宗教に親 し





この 「宗教回帰」という言葉は,一般にまで浸透 しっっあると思われるが,な ぜ このよう
なことが起 こってきたのかという背景,その理由となると,未だ十分に明らかになっていな
い点 もあると思われる。
たとえば,NHK放 送世論調査所の 「日本人の宗教意識」調査においては,「戦後 の常識」
と呼ぶべ きものが揺 らぎ始めていることが原因 としている。その 「戦後の常識」とは,




の3っ の観点から,これらが安定性を失 い始めたことによって,日本は規範や目標 といった




〈霊=術 〉系の新宗教 と呼んでいる宗教であり,それ らが流行する原因を貧病争による古典
的な 「剥奪理論」だけでは説明できないという。そ してそこに働 く要因として,手段的な志
向性 と区別 された表出的な宗教志向性があり,この意識の変化が 「非合理の復権」と結 びっ
き,表出的な神秘 ・呪術 ブームを招いたと考える〔2)。
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世論調査の分析は,宗教意識の変化を,西山の説 は,宗教集団が強調す る教えや実践 の特
徴をよく捉えているが,なぜ,伝統的考え方や非合理が復活するのか,ま た,そ れ らによっ
て盛り上がる信仰心や宗教 は,世俗化 していた時期に人々が もっていた信仰心 と同 じもので
あるのか,な どの不明瞭な点 もあるが,何よりも近年の神秘 ・呪術ブームを支え,興 隆 して
きている宗教集団に見 られる若年層の増加の理由について何 も語っていない。宗教 は一般に
年をとるほど信 じやす くなるものであるという常識があるが,その中高年層が保持す る信仰




宗教が新 しく興隆したり,衰退 したりするときには,そ の変化が大 きければ大 きいほど,
社会変動の影響が見られるであろう。 というのは,宗教状況が大 きく変化する際 には,そ れ
だけ多 くの人々において,宗教的な欲求が高まったり,減少 したりす るわけであるが,宗 教
的な欲求を刺激する要因としては,大きく分けて,剥奪 とアノ ミーの二つの要因 しか確立 さ
れていないと思われるからである{3)。そして,これら二つは,社会変動 によって生 じること
が多い。より厳密 に言えば,社会構;造の中の,上下関係や支配一服従関係などの社会の不平等構
造の側面が時間的に変化する社会変動によって,下降移動 し剥奪感を感 じる人々が生 じたり,
アノ ミーに陥り,そこか ら抜け出すために宗教に入信することが起こる一方で,逆 に人々が
剥奪やアノ ミーを感 じな くなって宗教が衰弱 したりするのである。
幕末以降の日本の宗教状況を鑑みても,宗教ブームと呼ばれる幕末か ら明治維新の時期 や
第二次世界大戦後などは,急激な社会変動によって宗教が影響を受けた典型的な時期である。
これらの時期と比べると,1970年代以降に生 じた変動 は,非常に緩やかなものである。 そ
して何 らかの社会変動が生 じたとは考えられていたが,それが社会の不平等構造の変化であ
るという点 は,明らかではな く,主に社会意識の変化が指摘されてきた。 それは,宗 教のみ








世の中は,決定的に悪 くなっているわけではないにもかかわ らず,悪 いことがあ って入信す
る人が増えるのはなぜか。この矛盾を説明することが,近年の問題であったといえる。 この
問題を解 くために,一方の経済を含む社会全体にっいては,深 く検討されず,他 方 の宗教へ
の入信動機が変化 してきているという考察がなされてきた。
要す るに問題 として残されていた点は,1970年代に生 じた社会変動が,社会の不平等構造
の変化であるということが明 らかではなか ったことである。 したがって,考察の対象は主に,
宗教を信 じる人の意識,入信動機に重点がかかりすぎていたのである。
しか し,この社会変動の問題に一つの解答を与えて くれたのは,1955年か ら85年までの10
年ごとの社会階層と社会移動全国調査(SSM調 査と略す)の 結果である。その調査結果を
概括 して直井優は,広 く信 じられていた,日本社会が飛躍的な経済成長 とともに平等 な社会
を達成 したという神話は,1975年までのデータにおいては当てはまるが,75年か ら85年の変
化を調べてみれば,日本社会の階層の固定化 もしくは格差の拡大の傾向,控 え目に言 って,
平等化の傾向が停滞 していることをっぎの三っの点か ら示 しだ4)。
まず第一に示されている点は,出発点における平等(開 放化)で,今 まで 「産業化 は人員
配分の開放性と流動性の増大をともなう」 と見 られていた。 しか し,流動性の指標である事
実移動量で見れば,1955年か ら65年においては農業の大幅な縮小によって著 しく高まったが,
その後は横ばいか低下 している傾向にあり,開放性にっいては,修正安田係数で見ると産業
化がある程度進むまでは上昇 したが,75年か ら85年にかけては低下 している。
っぎに出発点か ら到達点に至 る過程の平等(業 績主義化)に おいては,従来は,学 歴の平
等化や親の 「七光 り効果」が言われてきた。確かに学歴は全体に高学歴化 したが,父 一子 の




第三に,到達点 における平等(平 準化)に おいては,経済成長によって,国 民所得水準 は
増大 し,賃金 も生活水準も飛躍的に上昇 したのは事実である。 しか し,所得の格差を勤労者
世帯のジニ係数で見れば,70年までは減少 し格差が縮小していることを示 しているが,そ れ
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一貫クラスターの率 も半分以下に大幅に減少 しているという分析結果 もある。
この日本社会の社会的資源の配分や獲得機会の不平等構造によって,あ る人々にとっては




て上昇 した人々と自分を比べることによって,剥奪感を感 じないであろうか。 このように豊




高度経済成長期に宗教 は衰えたといわれ,そ の後再 び,宗教 に近づ く人 々が増えたとい





1970年代以前の世俗化が進行 したといわれる時期について,宗教意識の点か ら世俗化 の進
行に疑問を投げかけたのが,鈴木 と佐々木である⑤。彼等 は,「日本人の国民性」調査の中か
ら,「あなたは,何か信仰 とか信心 とかをもっていますか」 という質問項 目で宗教心 を測 り,
コーホー ト分析 した。時代の効果においては,1973年に若干の落ち込みはあるもののその効
果は大 きくなく,コーホー ト効果に関 しては,女性にかぎりある程度見 られるが,男 女 とも
あまり大 きくないのに対 して,年齢の効果が非常に大きいことを示 した。
しか し,加齢の効果が大 きいという結論では,近年言われる若者が宗教に近づ きっつある
という現象 は全 く説明できない。それは,「あなたは,何か信仰 とか信心 とかを もっていま
すか」 という質問項 目で宗教心を測 ったために生 じた結果であろう。 この分析は,ア メリカ
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とオランダとの国際比較を目的とし,いずれの国も日本と同様に高齢者ほど宗教を信 じてい
るが,それが日本 と異 なり,アメリカの場合はコーホー トの効果であり,オランダの場合 は,
時代効果とコーホー ト効果の両効果の影響であることが示されている点で非常 に価値がある
が,宗教を一次元的にしか測定 しえなかったために,本稿で問題 としている近年の動向を反
映 しえなか ったし,世俗化も否定する結論 となったのである。近年盛んとなってきた宗教意
識にっいては,後に論 じることとして,1970年代以前の宗教意識に着 目して,さ らに考察 し
てみよう。
この時期においては,宗教は年をとるほど信 じやす くなるものと言われ,現象的には宗教
を信 じる人は漸減する傾向にあった。社会的には日本の産業化が順調 に進み,大量生産 ・大
量消費が可能となり,少な くとも物質的には人々が豊かになり,生活に満足 している人々 も
多 くなった時期である。 このような社会 は宗教 にどのような影響を与えるであろうか。
先にもみたように,社会を全体としてみた場合には,その構成員の所得も学歴 も飛躍的に
上昇する一方で,その不平等構造である階層構造が,その格差を縮小する方向に変動す るこ




果の平等 も達成されつっあり,価値規範も確立 していたために,アノミーに陥 る要素 も少な
い時期セあった。つまり,社会の側から宗教 に対 して,特別に刺激する要因が少 なか った と
いえよう。 したがって,剥奪やアノミーを理由として宗教に入信する人々が大きく減少す る
反面,社会か らの影響が少なくなるので,そ こでは宗教の中で社会変動の影響を もっとも受
けにくい部分,す なわち宗教の基層 と考え られる部分が表出してくると考えられる。
古 くは,和辻哲郎が指摘 したように,日本の文化は,新 しいものを取 り入れる一方で古い
ものを保存することによって重層的な構造ができ上がってお り〔61,また,丸 山真男が言 うよ
うに,その中で一っの座標軸や体系とはならず,断片的ではあるがおどろくべ く執拗な持続
力をもっている執拗低音(バ ッソ・オスティナー ト)があるという考え方7〕を宗教 にあては
めれば,よ り上層の創唱宗教や民俗宗教を支える基層があると考えられるであろう。 この古







げられていない日本的なもので〔81,見田宗介が 「〈原恩〉の意識」 として して取 り上 げたよ
うに,何こともなく生きていられることに対 しておかげさまでと感謝する心情であ り,その
対象は,普通は明確に特定の対象が意識されておらず,神仏一般であり,諸霊であ り万物で
ある〔9)。したがってそこには,アニミズム的心情 も浸透 している。そして,「おかげ」を感 じ
る対象として最 も象徴化 され,一般に流布 しているものが天地なのである。
1970年代は,不幸な状況にある人が宗教を信 じるのではなく,幸せな人々が信 じる宗教で
あったといえよう。「国民生活に関する世論調査」の結果(図1)「を見ても,宗教 を信 じる.




































は若者 に比べて多 くの収入を得 ることができ,満足度が大 きいであろう。また,職業 に関 し
ても,年をζるほど職業上の役職に就 く可能性が高 くなり,所属集団や組織,あ るいは地域
社会における発言権や他者を自己の意志に従わせる有形無形の威信,勢力も保持する人が多
くなるであろう。このような年配者たちは,生活に満足する比率が高くなり,それにともなっ
て,〈おかげさまで〉 と感謝する心を もっていたであろう。 このような感謝の心,言 い換え








り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　 　
る現象世界をそのまま絶対者と見なし,現象をはなれた境地に絶対者を認めようとす る立
場を拒否するにいたる傾きがある。
このため,神仏や諸霊 と人間の間の距離が近 く,「人を神に祀 る風習」 としての祖先崇拝
の原理が根強 く保持 され,山や川,章木,巨石か らかまどにいたるまであ らゆ るものに霊が
宿 り,またその霊が人間の身近にいて,われわれを見守 っていてくれるという神人不分離 の
考え方が成 り立つのである。 このような祖先崇拝,汎神論的な信仰心の基 となる現世主義は,
生きているこの世を肯定すること,っまり生活 に大 きな不満を持っていないことが条件であ




り入れて成 り立 っていたと考えられるため,「あなたは宗教を信 じていますか」 という一次







ということを信 じ,成長 してきた。 したがって,社会変動 と宗教を結ぶ,一 つの有力な理論




最初に紹介 したのNHK放 送世論調査所がまとめた 『日本入の宗教意識』においては,高
度経済成長期において信 じられていた規範が揺 らぎ,アノミー状態になるのと共に伝統意識
が復活 し,それに伴 って宗教意識 も興隆を見 る・ようになったという説明である。 この説明の
問題点は,アノミーになった後に以前の規範にとって代わるものが,直接宗教なのではなく,











に伴って伝統意識 と強く結びっ く宗教 も再び人々を惹 きつけるようになったという点にある。
伝統意識 と従来の宗教が結び付きあっているということに関しては,問題 はないが,本 当に





ものを選んでもらうという項 目において,1953年か ら83年までの5年 ごとの結果を見れば,
「従 う」の比率は68年を境に急上昇 している。逆に 「征服」の比率は,同 じく68年を境 に急
低下である。また,「自分が正 しいと思えば世のしきたりに反 して もそれを押 し通すべきだ
と思 うか,世間の しきたりに従 ったほうがまちがいがないと思 うか」 という質問項 目におい
て も,53年か ら73年までの20年間はほとんど変わ らず 「押 し通せ」 が40%前後,「従え」 が
34%前後であったのが,78年には,「押 し通せ」が30%,「従え」が42%,83年には,29%,39
%と逆転 している。 これ らと他の四つの伝統対近代に関する質問項目を数量化皿類によって
分析 してみると,単純集計だけでは分からなかったことが見えて くる。20～24歳の若 い年齢
集団をとりだ した図3と,日 本人全体の図4と を比較 してみれば,1973年までは,ど ちらも
同 じく,伝統的回答(図 中の○印)は 一つに,近代的回答(図 中の×印)は それで一つにま
とまってお り,伝統 と近代ははっきりと異なるものとして回答されていることが分かる'。し








将来 はこの枠組が崩れてなくなってい くのではないかと林知己夫 は,予測 している。
この分析結果を見れば,高度経済成長時代の価値観が動揺 し,その後の新 しい時代の価値
観として以前と同 じ,一般に言われているような伝統意識が復活 しているかどうかは疑問で
あ り,特に若者においては,もはや近代に対する伝統 という考え方があるとは言えない。 し
たがって,伝統意識と共に宗教も復活 しているとは言えない し,特に近年の宗教を信 じるも























































































































































, 2 , 2 1
X
1=養子、2=しきたり、3置臼然と入間、4=個人とロ本全体、5轟政治家、6呂お金が一番
図4日 本 人 の伝 統 対 近 代 の配 置 図





まず第一 に,先にも挙げた文部省統計数理研究所の 「日本人の国民性」調査やNHK放 送
世論調査所の 「日本人の意識」調査に示 された統計数字上の 「宗教回帰」現象。




以上の三っの事柄 による意識の変化の結果,新新宗教 と 「小さな神々」が台頭 して きたこ
とが,高度経済成長後の宗教状況の注目すべき変化であると述べている。そ してその原因 と









と呼び,「神霊 ・人間霊 ・動物霊 とその構成素 ・作用などを操作 し,それ らの実在を証明 し
た り,病気治 しなどの除災招福をはかったりする反復的な霊術を,救済や布教の主要な武器
とする新宗教吻 と定義 しており,この 「反復的な操霊主義 は基本的にはわが国の民間信仰
としての生神信仰やシャーマニズムの伝統に根ざしている朔 といい,神 秘性 ・呪術性を強
調する一方で,高度経済成長期以前との連続性にも注目している。
その点をさらに強調 しているのが島薗進である。西山の言 うく術〉の宗教の要素 は 「けっ
して70年代になって初めておこるのではない〔10。」む しろ昭和初期以来,特 に戦後の2,30年
のことであると指摘 し,民衆の都市生活においては,アニ ミズムの活性化,あ るいは神秘 ・
呪術の活性化がより長期的な傾向として存在 し続けたと考える。その要因として,一 っは,





雑化 ・専門化 した科学的知識の多 くは,一般の素人の理解を超えるようになり,さ しあたり
必要な範囲で手近な因果関係が重んじられ,実用主義的,功利主義的判断が優位を占めるこ
とである。そ してこれ らの考え方が,体系的な世界観よりもアニ ミズムやアニマティズムと
適合的であると述べている。
これ らのことは,70年前後の民衆の経済力が上昇 し,豊かな人 と貧 しい人 との格差が縮小
し,等しく平等になると考え られた時期に,また,科学技術が信奉されていた時期 に当ては
まることではあるが,現在のように不平等の格差が芽生え始め,特別の地位を占める人々が
出現 し,階層の不平等が進行 しっっあ り,かっ原子力や環境汚染などの点で,科 学 に対 して
の懐疑が蔓延 している時期にも適合的な条件なのであろうか。むしろ,1970年代頃までの時
期に,島薗の言 う2っの要因が働き,基層の信仰のアニミズム的側面が表層に現われ,現 在
もそれは,ある程度 は存続 していると考え,現代的な宗教の特徴は他の側面か ら捉 えた方が
よいのではないかと思われる。




か し,一般の信者の レベルで,しかも入信するかどうかの不安定な人々の間では,も う少 し





5.若 者 と 宗 教
若者の中で,宗教的なものに親 しみを感 じ・るものは増加 している。占い ・易 ・お守 り,お
札のような神秘的 ・呪術的な事柄を行なうもの,信 じるものの割合がかなりの程度高 いのは
周知の事実である。 しか し,「国民性調査」や各種の世論調査で測定 している 「宗教を信 じ
ている人」 とは重な っていない。っまり,「宗教を信 じている」 という項 目で測定 される一
次元的意味での,言い換えると伝統的意味や基層の信仰 としての 「宗教心」では測 り切れな
い宗教的心情を若者はもっているのではないかと推測できる。
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若年層 は,日本のように,加齢にともなって収入 も増え,社会的地位 も高 くな る社会 にお
いては,一般的に社会的地位が低い。そ してその社会で,少 しでも上昇するために幼い頃か




点での不平等に耐え,努力 し頑張 ってみて も,そ こは必ず しも業績主義の社会で はなく,
「親の七光 り」が通用す るのである。 さらに従来と比べれば,高齢化社会の到来で,ま すま
す業績を上げても報われないことが多いであろう。
経済が成長 し,物質面での満足が得 られた後の,よ り高いレベルでの欲求が充足 されない









いう認識はなかったであろうから,「何とな く」どか 「自然に」 などとい う目的のない入信
動機や漠然とした 「不安」 となって現われると考えられる。
相対的剥奪 は,今までは比較 もしなかった地位の人と自分を比較することによって感 じる
剥奪感であり,急に地位が上昇 した人を自分 と同 じ所に引き摺 り降ろすことも,自分が同 じ
地位にまで上昇することも,社会の階層構造上不可能であるか ら,この剥奪感か ら脱するの
は困難なことである。現実 には,土地や株などの労せず して利益の得 られる財産のある人 と
せめて消費の面だけでも同等となるように,持ち家購入を諦め,高級車や家具などを購入す
る 「やけっぱち消費」 といわれる消費活動に走る人々も見 られるであろう。また,一方では
諦めたり,現世 に頼って も報われない不充足感を力のある神仏に頼 ることによって解消 しよ
うとすることもあると思われる。表面的には,神仏依存に見えるこれらの人々が,易 や占い




くな り,来 世へ の志 向が強 くな るところに解決 の道が ある と思 われ る。
このよ うな状況 を世論 調査の結果 の中 に探 してみ ると,NHKの 放送世 論調査所の 「日本
人 の意識調査」 の1973年と78年の比較 の中で,「あの世,来 世」 を信 じてい る人の割合が,16
歳か ら19歳では8.9%から18.2%へ,20歳か ら24歳では,4.6%から14.2%へ,25歳か ら29歳で
は,5.0%から8.6%へといずれ も有意 に増加 して いることが見 て取 れ るo再。 また,こ の傾向は,
調 査 は違 うが,読 売 新聞 の1988年の意識調 査 にお いて も 「あの世,来 世」 を信 じる人 は,20
歳代で17%と,高 い率を現在 も保 ってい ることが分か る〔1魯。 もちろん,い ず れ の調 査 にお い
て も70才以上 の人 々が 「あの世,来 世」 を信 じる率 は,こ れ らの数字 と同 じ位 か若 干高 いが,
そ こに は増 加の傾向が見 られず,「 あの世,来 世」が現実 に迫 りっっあ る人々 と若年 層 とで
はその意味が異 なるので あろ う。
ただ,こ の来世志 向 は,現 在の神秘 ・呪術 ブームを考 え,ま た この神秘 主義が,宗 教的 な体
験 にもとづ き,そ の中か ら自分 と宇宙 を一体化 す るという神秘的 な啓示 を感 じるとい う もの
で はな く,「現実 の世界 で合 理的に説明で きないよ うな ものをす べて神 秘 的 な ものの 枠組 の
中 に括 って,そ れが人間 の生活 を底 の ほうで動か して いるんだ とい う錯 覚 ・幻想鯛 に過 ぎ
ないとい う指摘 な どを考え あわせ ると,超 越的 な絶対者 への信仰 で はな いが,1970年代以 前
の現世主義 に支 え られた宗教意識 と比較 すれば,そ の色彩 が濃い とい うことで ある。
6。 終 わ り に




受け入れている中高年層である一方,若年層は神秘 ・呪術 ブームを基底にもっている。 した
がって,各種の世論調査で報告される易や占い,お守りやお札に肯定的な若者 の増加 や ミス





おいては,伝統 に回帰するとは考えにくい。若年層では,高度経済成長期以降,伝 統 一近代




る不平等への萌芽が見 られだ したことである。 これによって特に社会的に地位の低い若年層
が,相対的に剥奪を受け,中高年層の現世主義的宗教心とは異な り,来世志向がより強 い宗
教を,神秘 ・呪術ブームを支持 し,形成 していると考え られる。
このような階層構造か らの言及は少ない。わずかに池田昭がこの視点か ら宗教 ブームを考
えている⑳。彼は,1974年頃か ら急激に鈍化 した現金給与総額前年度同月比 を景気変動の指
標 とし,その鈍化と宗教 ブームの関連か ら,剥奪的な入信動機を強調 している。1970年代に,
低階層 と高年齢層,上流階級 と若年層の両者に分極化の動 きが見 られ,その中で特 に低階層
と高年齢層は,「高度経済成長」神話に失望 し,現実的な 「物質主義」 に向かわざるをえな
くなり,その中で特に経済的保証のない人が,病気や人間関係,商 売の行 き詰 りに合 うと,





ため⑳,宗教 ブームを表わ しているというよりは,本稿で言 う基層の信仰を保持している入々
の推移を表わ しているといえよう。 また,呪術に走 る入々を苦難か らの救済に帰 しているが,
現世利益のおかげを得る人々は,ただ単にご利益を求あているのではない。確かに,そ れま
で信心 らしいことをしたことがないが,医者の見放 した病気やどうしようもない行 き詰ま り
から呪術によって救われる人 もおり,そしてその人たちの得たおかげは,強烈 なものである
から宣伝効果が高 く,人々の目にとまりやすいが,ぞのようなことは実際のところはそんな
にしば しば起こる現象とは思えず,基層の信仰が身にっき,何事 もおかげさまで という恩 の
意識が根づいた人々に現世利益はもたらされると思われる。
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TheChangeofSocietyandReligiousConsciousness:
Duringandaftert瓦eEraofRapidIndustrialDevelopment
AkiraKAWABATA
Therearemanyarticlesaboutthecurrentreligiousboom,butmostoftheirauthorshave
overlookedsomevitalpoints.
First,itisnece.ssarytomakethedistinctionbetweentheincreasingraもeofbelieversand
thatoftheyoungpeoplewhoareinterestedinreligiousthingsandbecomeinvolvedinnew
religiousorganizationsormovements.Thegreaterpartofbelieversaretheolderpeople
involvedwhohaveanunderlyingreligiousb.eliefwhichiscompfisedof"on".(indebtedfeel一.
ing),animismandthis-worldly-mindedness.InJapan,ithasbeensuggestedthattheaging
processinfluencespeople七〇bemorereligi6us,.butinfact,theolderpeopleareactuallyun-
consciouslyinvolvedwiththisbeliefwithanincreaseofage.Incontrastedtotheolderpeople,
theyoungerpeoplearenotinfluencedhythisbelief.Therefore,theirinterestinreligious
thingsmustresultfro血otherreasons.
ThesecondprQblemistherelationbetweenthecurrentreligiousboomandtraditio耳alism.
Cer㌻ainlyacorrelationcanbeseenamongtheolderpeoplebetweenreligionandtraditiona-
lism,butsincethe1970'straditionahsmasopposedtomodernismasawayofthou帥tis
nottobefoundamongtheyoungpeople.Sothereligiousconsciousnessofむheyoungpeople
cannotbeunderstoodwithintheconceptoftraditionalism.
Thethirdviewpointweneedtobeconcernedwithisthechangeinsocialstratification.
Relig孟onisshapedbythestratificationsystemofsocietybutmanyresearchersofreligion
inJapanhavenotconsiderdthis,evenasagivenfact.Post-warJapanhasmaderapidpro-
gressintheeconomyandthisdevelopmenthascausedlargechangesinthesocialstructure.
Theallocationsofrewardsinsocietywasmoreequalfrom1955to1975.Inthatperiodpeople
werematerialisticallyricherandsatisfied,deprivedpeoplewerefewerandreligionhadlost
strength.However,fromabout1975theinequalitywithinsocialstratificationhasincreased
gradually.Asaresult,theyoungpeople,whoaregenerallyofalowerstatu』,feelrelatively
deprivedincomparisontothosepersonswhohaveg&inedhigherstatusthroughthepower
ofhisparentsor/andtheirproperty.Thesedeprivedyoungpeoplethusstopcomparing
themselveswithotherpersonsinthisworldandinsteadtendtotrytoseethemselvesinrela-
tiontothestrataofanotherworldmakingthemratherthat-worldly-minded,Underthese.
conditionstheybecorneinもerestedinthereligiousandreligiousactivities.
